
平成15年度福祉除雪利用世帯アンケート結果概要 

 

１ 世帯構成 

   「７０歳以上の女性単身世帯」が６０．７％で最も高く，次いで，「世帯全員が７０歳以上の世帯」

  が２３．９％，「７０歳以上の男性単身世帯」が５. ３％となっている。 

 

２ 福祉除雪を知ったきっかけ 

   「広報さっぽろ」が３０. ２％で最も高く，次いで，「民生委員」が２２. ２％，「町内会回覧板」

  が２１. ２％となっている。 

 

３ 申込の理由 

   「体力的に除雪できなくなったから」が７６. １％，次いで，「配偶者の死亡のため」が１２. ３％

  である。 

 

４ 間口除雪幅の支障の有無 

   「支障はなかった」が７２．８％となっており，「多少支障があった」「とても支障があった」はあ

  わせると２３．７％である。 

 

５ 敷地内通路除雪幅の支障の有無 

   「支障はなかった」が６８．３％となっており，「多少支障があった」「とても支障があった」はあ

  わせると２７．９％である。 

 

６ 除雪の終了時間 

   「８時まで」で５４．４％が，「１０時まで」で８６．４％が終了している。 

 

７ 利用負担金額等 

   市民税非課税世帯（負担金額 ５，０００円）が６５．５％，市民税課税世帯（１０，０００円）が

  ２４．９％，生活保護世帯（無料）が２．５％であったが，負担金額については「適当」「安い」をあ

  わせると９４. １％，「高い」は４. ２％となっている。 

   なお，世帯数が最も多い市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９５．８％，

  「高い」は１. ９％となっている。 

   世帯収入をみると，「１００～２００万円」が３７．８％で最も高く，次いで，「２００～３００万

  円」で２８．０％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   負担金額が「適当」「安い」は８８．１％，「高い」は６．４％となっている。 

   なお，市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９４．２％，「高い」は５．9 

  ％となっている。 

 

８ 除雪の従事者 



   従事者は「近所の人なので安心できた」が４４．１％，逆に，「近所の人なので気まずかった」は 

  １．８％となっている。 

   なお，「近所の人かどうかわからなかった」が２８. ２％となっている。 

 

９ 声かけの感想 

「声かけで安心できた」が３０．８％，「声かけはしなくてもよい」は２９．２％である。 

 

10 利用の感想・次回の利用 

   「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９４．２％，一方，「あまり良くなかった」「良く

  なかった」は２．８％となっている。 

   次回について，「利用する」が８９．２％，「利用しない」は５．８％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．６％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」

  は５．９％となっている。 

 

11 意見等（支障点・改善点など）（自由記載） 

   全回答数３９７のうち２１４で何らかの記載があったが，上位５位（７件以上）の意見をあげると，

    ・ 「良かった」「感謝している」「安心して過ごせた」  １０８件 ２７．２％ 

    ・ 「協力員の方に好意的な対応をしてもらった」      １５件  ３．８％ 

・ 「範囲（間口・敷地内通路）を広げてほしい」      １２件  ３．０％ 

・ 「除雪時間を早くしてほしい」              ９件  ２．３％ 

    ・ 「丁寧で誠意のある対応をしてくれた」          ７件  １．８％ 

・ 「日中の降雪にも対応してほしい」            ７件  １．８％ 

となっている。 



平成１５年度福祉除雪地域協力員アンケート結果概要 

 

１ 性別 

   「男性」は８７．６％，「女性」は１２．２％である。 

 

２ 年齢 

   「６０歳代後半」が３０．８％で最も高く，次いで，「７０歳代前半」が２５．２％，「６０歳代前

  半」が１５. ２％となっている。 

 

３ 職業 

   「無職または家事専業」が６１．７％で最も高く，次いで，「自営業」が１４．７％，「パートタイ

  ム・非常勤の従業者」が９．７％となっている。 

 

４ 協力の立場 

   「地域ボランティア（近隣に住む者のひとり）」が５１. ０％で最も高く，次いで，「町内会役員」

  が２９. ２％，「福祉のまち推進員・協力員」が１１. ７％となっている。 

 

５ 個人・グループの別，人数 

   参加は「個人」が８６. ３％，「グループ」は１１. ２％である。 

   グループの人数は「２～３人」が２６グループ（５７．８％）で最も多く，次いで，「６～９人」が

  ７グループ（１５．６％），「４～５人」が６グループ（１３．３％）となっている。 

 

６ 担当世帯数 

   「１世帯」が７０．１％で最も高く，次いで，「２世帯」が１９．２％，「３～４世帯」が７．５％

  となっている。 

 

７ 福まちとの関わり 

   福祉のまち推進センターに「関わっている」が３４．４％，「関わっていない」が６２．４％となっ

  ている。 

 

８ 地域協力員を引き受けたきっかけ 

   「町内会役員からの声かけ」が６０．３％で最も高く，次いで「民生委員からの声かけ」が１１．５

  ％，「社会福祉協議会からの声かけ」が８．７％となっている。 

 

９ 地域協力員の開始年度 

   「平成１２～１４年度から」が７３．１％，「平成１５年度から」が２５．９％となっている。 

 

10 除雪の終了時間 

   「７時～８時」が３５．２％で最も高く，「８時～９時」が２４．９％，「７時まで」が２２．２％

  となっている。 



 

11 除雪の実施時間の感想 

   「ちょうどよい」が６３．８％で最も高く，「時間はいつでもよい」は２６．７％，「早すぎる」は

  ３．２％，「遅すぎる」は２．０％となっている。 

 

12 間口の除雪幅の感想 

   「現行の幅でよい」は７１．６％であり，「もう少し幅を広げてあげた方がよい」は２２．２％とな

  っている。 

 

13 敷地内通路の除雪幅の感想 

   「現行の幅でよい」は５８．４％であり，「もう少し幅を広げてあげた方がよい」は３６．４％とな

  っている。 

 

14 敷地内通路の除雪幅の実態 

   除雪幅の実態は「１ｍ以上」が６６．６％，「９０ｃｍ～１ｍ」は２１．４％，基準どおりの「８０

  ｃｍ」は９．２％である。 

 

15 対象世帯の範囲の感想 

   「適当である」は７５．８％であり，一方，「もっと条件を緩和すべきである」は１０．０％，「も

  っと条件を厳しくすべきである」は５．２％となっている。 

 

16 除雪作業の感想 

   「少し大変である」は６１．６％で最も高く，次いで，「楽である」は１９．４％，「非常に大変で

  ある」は１３．０％となっている。 

 

17 担当世帯からの苦情の有無 

   「苦情はなかった」が９５．３％，一方，「苦情があった」は２．５％となっている。 

 

18 報酬を受け取ることの感想 

   「必要である」が５０．１％で最も高く，「わからない」が２２．４％，「必要ない」が１２．５％

  となっているが，そのほかに，個人的には報酬を受け取らないで，地区社会福祉協議会や福祉のまち推

  進センター等に寄付したと思われる方が９．５％いる。 

 

19 報酬額の感想 

   「適当」が４８．４％で最も高く，次いで，「わからない」が３０．９％，「安い」が１０．０％，

  「高い」が４．０％となっている。 

 

20 協力の感想・次回の協力 

   「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９０．３％，一方，「あまり良くなかった」「良く

  なかった」は６．０％となっている。 



   次回について，「協力する」は７４．３％，「わからない」は２０．５％，「協力しない」は３．２

  ％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．５％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」

  は６．８％となっている。 

 

21 意見等（支障点・改善点など）（自由記載） 

   全回答数４０１のうち１０８で何らかの記載があったが，上位５位（８件以上）の意見をあげると，

    ・ 「有意義な体験であり，充実感があった」        １４件 ３．５％ 

    ・ 「雪の捨て場所の確保が必要である」          １２件 ３．０％ 

・ 「どこまで柔軟に対応すべきかわからない。利用世帯から  ９件 ２．２％ 

   要求が多くて困る」 

・ 「利用世帯はできる範囲の自助努力をすべきである」    ９件 ２．２％ 

  ・ 「これからもぜひ協力したい」              ８件 ２．０％ 

  となっている。 



平成１５年度福祉除雪地域協力団体アンケート結果概要 

 

１ 地域協力団体を引き受けたきっかけ 

   「災害防止協力会から誘われて」が４６．４％で最も高く，次いで，「社会福祉協議会」が２８．６

  ％，「札幌市」が１３．１％となっている。 

 

２ 担当世帯数 

   「５世帯以下」が３６．９％で最も高く，次いで，「６～１０世帯」が２９．８％となっている。 

 

３ 協力開始年度 

   「平成１２～１４年度から」が８５．９％，「平成１５年度から」が１４．１％となっている。 

 

４ 敷地内通路の除雪幅の実態 

   除雪幅の実態は「９０ｃｍ～１ｍ」が６２．４％，「１ｍ以上」は２５．９％，基準どおりの「８０

  ｃｍ」は１１．７％である。 

 

５ 担当世帯からの苦情の有無，内容 

   「苦情はなかった」が６４．７％，「苦情があった」が３５．３％となっている。 

   苦情の内容としては，「実施時間が遅い」「除雪の方法が悪い」などである。 

 

６ 実施方法の感想・次回の協力 

   「今回の実施方法でよい」が７３．１％，「改善すべきである」は１７．９％となっている。 

   改善点としては「利用世帯への内容の説明を十分行ったうえで該当にしてほしい」などである。 

   次回については，「協力する」が８２．７％，「わからない」は１４．８％，「協力しない」は 

  ２．５％となっている。 

 

７ 意見等（支障点・改善点など）（自由記載） 

   全回答数８５のうち２１で何らかの記載があったが，意見としては，「申込世帯の審査を十分に行っ

  てほしい」（４件 ４. ７％）などである。 

   



平成１５年度福祉除雪事業にかかるアンケートの結果の概要について 

 

 福祉除雪事業については，例年，事業終了後，３月下旬～４月下旬にかけて，利用世帯，地域協力員（個

人）及び地域協力団体に対して，郵送によりアンケートを実施し，事業の検証を行っている。 

 平成１５年度福祉除雪事業にかかるアンケートの結果の概要については，下記のとおりである。 

 

１ 利用世帯に対するアンケート 

   利用世帯３，５１０世帯のうち無作為に５００世帯を抽出し，アンケートを実施したが，そのうち 

  ３９７世帯から回答があった。（回答率 ７９．４％） 

 

 ・ 利用負担金額等 

    アンケートの回答があった世帯の課税別の割合は，市民税非課税世帯（負担金額 ５，０００円）

   が６５．５％，市民税課税世帯（１０，０００円）が２４．９％，生活保護世帯（無料）が２．５％

   であったが，負担金額については「適当」「安い」をあわせると９４. １％，「高い」は４. ２％と

   なっている。 

    なお，世帯数が最も多い市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９５．８％

   「高い」は１. ９％となっている。 

    世帯収入をみると，「１００～２００万円」が３７．８％で最も高く，次いで，「２００～３００

   万円」で２８．０％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   負担金額が「適当」「安い」は８８．１％，「高い」は６．４％となっている。 

   なお，市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９４．２％，「高い」は５．9 

  ％となっている。 

 

 ・ 利用の感想・次回の利用 

    「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９４．２％，一方，「あまり良くなかった」「良

   くなかった」は２．８％となっている。 

    次回について，「利用する」が８９．２％，「利用しない」は５．８％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．６％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」

  は５．９％となっている。 

 

２ 地域協力員に対するアンケート 

   企業等に属していない地域協力員１, ４３１人から無作為に５００人を抽出し，アンケートを実施し

  たが，そのうち４０１人から回答があった。（回答率 ８０．２％） 

 

 

・ 報酬額の感想 



    「適当」が４８．４％で最も高く，次いで，「わからない」が３０．９％，「安い」が１０．０％

   「高い」が４．０％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   報酬額が「適当」は４１．８％，「わからない」は３３．５％，「安い」は７．４％，「高い」は 

  ６．０％となっている。 

 

 ・ 協力の感想・次回の協力 

    「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９０．３％，一方，「あまり良くなかった」「良

   くなかった」は６．０％となっている。 

    次回について「協力する」は７４．３％，「わからない」は２０．５％，「協力しない」は３．２

   ％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．５％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」

  は６．８％となっている。 

 

３ 地域協力団体に対するアンケート 

   企業等の地域協力団体１０５団体に対してアンケートを実施したが，そのうち８５団体から回答があ 

 った。（回答率 ８１．０％） 

 

・ 実施方法の感想・次回の協力 

    「今回の実施方法でよい」が７３．１％，「改善すべきである」は１７．９％となっている。 

    改善点としては「利用世帯への内容の説明を十分行ったうえで該当にしてほしい」などである。 

    次回については，「協力する」が８２．７％，「わからない」は１４．８％，「協力しない」は 

   ２．５％となっている。 



   平成１５年度福祉除雪事業にかかるアンケートの結果の概要について 

 

 

１ 利用世帯に対するアンケート 

 ・ 利用負担金額等 

    課税別世帯の割合としては，市民税非課税世帯（負担金額 ５，０００円）が６５．５％，市民税

   課税世帯（１０，０００円）が２４．９％，生活保護世帯（無料）が２．５％であったが，負担金額

   については「適当」「安い」をあわせると９４. １％，「高い」は４. ２％となっている。 

    なお，世帯数が最も多い市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９５．８％

   「高い」は１. ９％となっている。 

    世帯収入をみると，「１００～２００万円」が３７．８％で最も高く，次いで，「２００～３００

   万円」で２８．０％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   負担金額が「適当」「安い」は８８．１％，「高い」は６．４％となっている。 

   なお，市民税非課税世帯については，負担金額が「適当」「安い」は９４．２％，「高い」は５．9 

  ％となっている。 

 

 ・ 利用の感想・次回の利用 

    「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９４．２％，一方，「あまり良くなかった」「良

   くなかった」は２．８％となっている。 

    次回について，「利用する」が８９．２％，「利用しない」は５．８％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．６％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」

  は５．９％となっている。 

 

２ 地域協力員に対するアンケート 

・ 報酬額の感想 

    「適当」が４８．４％で最も高く，次いで，「わからない」が３０．９％，「安い」が１０．０％

   「高い」が４．０％となっている。 

 

 ・ 協力の感想・次回の協力 

    「良かった」「まあまあ良かった」をあわせると９０．３％，一方，「あまり良くなかった」「良

   くなかった」は６．０％となっている。 

    次回について「協力する」は７４．３％，「わからない」は２０．５％，「協力しない」は３．２

   ％となっている。 

 

 （参考）＜平成１４年度事業にかかるアンケートの結果＞ 

   「良かった」「まあまあ良かった」は９１．５％，一方，「あまり良くなかった」「良くなかった」



  は６．８％となっている。 

 

３ 地域協力団体に対するアンケート 

・ 実施方法の感想・次回の協力 

    「今回の実施方法でよい」が７３．１％，「改善すべきである」は１７．９％となっている。 

    改善点としては「利用世帯への内容の説明を十分行ったうえで該当にしてほしい」などである。 

    次回については，「協力する」が８２．７％，「わからない」は１４．８％，「協力しない」は 

   ２．５％となっている。 


